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1. はじめに 

『日本語歴史コーパス』を利用する上で、各々の見出し語が、各々の作品等においていく

つ出現しているかは重要な情報である。調査対象とした語について単にその用例を見るだ

けでなく、その語が各作品やコーパス全体の中で占める位置や、共起する語との関係を測る

ことで初めて明らかになることが多いからである。各見出し語の用例数はコーパスを利用

した研究にとって基礎的な情報であり、たとえばコロケーション強度などの指標を算出す

るのにも重要である。 
一方、『日本語歴史コーパス』の利用のために提供されている検索アプリケーション「中

納言」は文脈付き用例を出力するコンコーダンサーである。単に語の用例数を計測するため

に用いるには無駄が多く、システムに大きな負荷をかけるため、別途、集計済みの語彙表を

利用することが望ましい。そのために従来、語彙表が一般に公開されてきた。しかし、この

語彙表は時代別・作品別にファイルが分割されているため、時代や作品を通じて集計するこ

とが行いにくかった。 
本発表では、できるだけ時代・作品ごとに分割をしない形で新たに作成した語彙表につい

て報告する。この語彙表をもとに表計算ソフト等を用いることで従来形式のデータも出力

することが可能であり、コロケーション強度など、統計的な指標の計算にも適した形式とな

っている。このような応用の方法についてもあわせて説明する。 
 
2. 『日本語歴史コーパス』の語彙表 

従来の語彙表の形式 

ここでいうコーパスの語彙表とは、コーパスを構成する全ての語を、見出し語ごとにまと

め、簡易な出典情報を付した頻度付きリストである。『現代日本語書き言葉均衡コーパス』

では、短単位語彙表・長単位語彙表・品詞構成表・語種構成表がそれぞれ公開されている 1。

また『日本語歴史コーパス』では、従来、短単位語彙表・長単位語彙表の二つが公開されて

おり、それぞれに品詞構成表・語種構成表も含まれている 2。 

このほかに、いずれのコーパスでも出典（サンプル・作品）ごとの総語数をまとめた語数
．

表が公開されている。語数表は見出し語の情報は含まず、たんに語数のみを提供するもので、

語彙表とは別のものである。 
従来の『日本語歴史コーパス』語彙表は、図 1 に示すようにサブコーパス（時代別・ジャ

 
1 https://ccd.ninjal.ac.jp/bccwj/bcc-chu.html 
2 https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/chj-wc.html 
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ンル別の資料群）ごとにフォルダにまとめられ、作品ごとに 1 つのファイルとなっていた。 
各語彙表が持つ列は、時代名，語彙素 ID，語彙素読み，語彙素，品詞，語彙素細分類，

語種，頻度、の基本的な情報に加え、『万葉集』『源氏物語』等では巻ごとの頻度情報を加え

ている。 
 
フォルダ 
└─SUW 
    ├─和歌集 
    ├─奈良-万葉集 
    ├─奈良-宣命 
    ├─室町-キリシタン 
    ├─室町-狂言 
    ├─平安-仮名文学 
    ├─明治・大正-初期口語 
    ├─明治・大正-教科書 
    ├─明治・大正-雑誌 
    ├─江戸-人情本 
    ├─江戸-洒落本 
    ├─江戸-近松 
    ├─鎌倉-日記･紀行 
    └─鎌倉-説話･随筆 
 

ファイル 
└─SUW 
    ├─和歌集 
    │      CHJ_古今和歌集_frequencylist_suw.tsv 
    │      CHJ_古今和歌集_frequencylist_suw_goshu.tsv 
    │      CHJ_古今和歌集_frequencylist_suw_pos.tsv 
    │      CHJ_後撰和歌集_frequencylist_suw.tsv 
    │      CHJ_後撰和歌集_frequencylist_suw_goshu.tsv 
    │      CHJ_後撰和歌集_frequencylist_suw_pos.tsv 
    │      CHJ_拾遺和歌集_frequencylist_suw.tsv 
    │      CHJ_拾遺和歌集_frequencylist_suw_goshu.tsv 
    │      CHJ_拾遺和歌集_frequencylist_suw_pos.tsv 
    │       ： 
    ├─奈良-万葉集 
    │      CHJ_万葉集_frequencylist_suw.tsv 
    │      CHJ_万葉集_frequencylist_suw_goshu.tsv 
    │      CHJ_万葉集_frequencylist_suw_pos.tsv 
    │ 
    ├─奈良-宣命 
    │      CHJ_続日本紀_frequencylist_suw.tsv 

図 1 従来形式の語彙表のファイル構成 
 
このため、短単位語彙表だけでファイル数が 128、アーカイブ中のファイル数は品詞構成

表・語種構成表とあわせて 385 とたいへん多い。このような形式であるため、個別の作品

についてのみ見るのであれば十分であっても、コーパス全体の中での位置づけを見渡すに

は適していなかった。 
 

新しい語彙表の形式 

そこで、新たに、できるだけ時代・作品ごとに分割をしない形で短単位の語彙表を作成し

た。新形式では、従来フォルダ分けの基準であったサブコーパス名や、ファイル分けの基準

であった作品名を語彙表の列に回し、一枚の表となるようにまとめ上げた。さらに、研究上

で必要と考えられる情報を極力盛り込むこととした。 
データサイズなどを考慮して表に取り込んだ情報は、下記の通りである。下線を付したも

のは従来形式にはなかった情報、波線を付したものはフォルダ名やファイル名で与えられ

ていた情報である。 
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語彙素読み，語彙素，語種，語彙素 ID，品詞，語形，書字形，時代名，サブコーパス名，

作品名，部，成立年，コアフラグ，本文種別，文体，頻度 
 
こうしてできる新しい形式の語彙表は、全体で一般の PC で Excel 等の表計算ソフトを

用いて扱うことのできる 100 万行を優に超えることになる。そのため、100 万行以内に収

めるため、近代の雑誌とそれ以外の資料に 2 分割した。 
 

上代から近代まで（雑誌以外） ：約 915700 行 約 115 MB 
近代の雑誌   ：約 884900 行 約 115 MB 

 
2 ファイルとも同一の列フォーマットとなっているため、データベースやプログラミング

言語などで扱う場合には、単純に結合して利用することが可能である。 

 

図 2 表計算ソフトで開いた新形式の語彙表 
 
3. ピボットテーブルによる従来形式の表の作成 

従来のような作品別の語彙表や品詞構成表・語種構成表は、新しい形式のデータから表計

算ソフトの機能によって生成することができる。図 3 は、フィルタ機能によって『伊勢物

語』の語彙表として表示したものである。 
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図 3 作品別の語彙表（伊勢物語） 

 
図 4 は、ピボットテーブルを用いて、「平安-仮名文学」のサブコーパスに絞り、作品別の

語種構成表を作成したものである。 

 

図 4 作品別の語種構成表（平安-仮名文学） 
 

4. 新しい語彙表を使ったコロケーション強度の計算 

新しい形式の語彙表を用いることにより、コロケーション強度の計算のために必要な、個

別作品を超えた語別の頻度情報の抽出を行うことが比較的容易に行えるようになった。『日
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本語歴史コーパス』は、「中納言」の検索結果にも語彙素 ID が含まれているため、語彙表

をもとにピボットテーブルを用いて語彙素 ID の頻度表を用意すれば、調査対象語がコーパ

ス中でどれだけ用いられているか簡単に調査できる。これを用いることでコロケーション

強度などの指標の計算も容易になる。 
たとえば、コロケーション強度のなかでも比較的単純なダイス係数は、語 A と語 B の結

びつきの強さを、コーパス中の A の用例数と B の用例数、そして A と B がともに用いられ

た用例数から計算する。 
ダイス係数 ＝ 2×（A∩B の用例数／（A の用例数＋B の用例数）） 

このとき必要な A∩B の用例数は「中納言」で A と B がともに現れる例を検索した結果を

集計して取得し、A の用例数、B の用例数は語彙表をもとに作った表を参照して取得すれば

よい。 
具体例として、平安-仮名文学の助動詞「つ」と上接動詞の組み合わせのすべてについて

ダイス係数を計算する場合には、次のような手順で行うことになる。 
①「中納言」を用いて、検索対象をサブコーパス「平安-仮名文学」に限定して助動詞「つ」

の直前に来る動詞を検索する（次の検索条件式）。 
キー: 品詞 LIKE "動詞%" 

AND 後方共起: (語彙素="つ" AND 品詞 LIKE "助動詞%") ON 1 WORDS FROM キー 

IN subcorpusName="平安-仮名文学" AND core="true" 

② ①の検索結果をピボットテーブルで語彙素 ID（動詞）別に集計する。 
 （例えば動詞「見る」（語彙素 ID：36920）の場合、109 例） 
③ 語彙表をピボットテーブルで「平安-仮名文学」に限定して語彙素 ID で集計する。 
 （フィルタで「平安-仮名文学」に限定、列に「語彙素 ID」、値に「頻度」を指定） 
  集計結果を②のファイルの別シートにコピーしておく。 
④ ③のシート等で助動詞「つ」（語彙素 ID：24321）の頻度を確認する（3170 例）。 
⑤ ②のシートから VLOOKUP 関数で語彙素 ID を使って③のシートの各動詞の頻度を

参照する。（例えば動詞「見る」（語彙素 ID：36920）の場合、5298 例） 
⑥ 以上から取得できる数字を用いて、ダイス係数を計算する。 

（例えば「見る」と「つ」のダイス係数は 2*(109/(5298+3170))≒0.02574） 
すべての動詞について上記の方法で参照するように計算式をコピーすれば、一度に全ての

動詞についてダイス係数を計算することができる。 
このように、中納言の検索結果と語彙表の集計結果を組み合わせることで、個別の動詞ご

とに検索して頻度を調べたり、旧語彙表の作品別の頻度を合計したりすることなく、一度に

多数の組み合わせのダイス係数が計算できるわけである。T スコアや MI スコアなどコーパ

スサイズを必要とする場合には別途、語数表も参照する必要があるが、ほとんど変わらない

手間で計算が可能になる。 
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5. おわりに 

『日本語歴史コーパス』は、多くのユーザーに利用されるようになったが、その多くが用

例検索にとどまり、コーパス言語学で用いられる各種指標が用いられることが少ないよう

に見受けられる。その理由の一端は、語彙表の形式が作品レベルに留まっているために、コ

ーパス全体や、各時代の中での調査対象語の位置づけが見通しづらかったことが挙げられ

るだろう。この新しい形式の語彙表により『日本語歴史コーパス』の一層の活用の一助とな

ることを願うものである。 
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